
事業／施設の位置図

整備場所

圏央道の開通によって東北・北関東・首都圏から
の流入が期待される。

整備箇所

整備地現況

平成29年9月

神奈川県平塚市都市整備部みどり公園・水辺課

■平塚市龍城ケ丘ゾーン公園整備位置図（予定）

【整備手法】（予定）
Park－PFI制度・・・平成29年6月に都市公園法の改正により設けられた新制度。
公募により、公園の一部、または全部の整備を条件として、便益施設の建ぺい率を10％上乗せしたり、

設置期間を10年→20年に延長したりすることが可能となっている。



■平塚市龍城ケ丘ゾーン公園整備区域図（予定）

飛砂防備保安林

飛砂防備保安林

龍城ケ丘ゾーン事業地
約３０，０００㎡

約５００ｍ

約６０ｍ

【整備面積】
最大約 30,000㎡ （民間事業者の意向調査等により、整備面積は縮小する可能性あり）
【法的事項】

海岸保全区域（海岸法） 市街化調整区域（都市計画法） 第1種風致地区（平塚市風致地区条例） 等

飛砂防備保安林に指定されて
いない樹林地

神奈川県平塚市都市整備部みどり公園・水辺課

平成29年9月

約１６，０００㎡

約７，０００㎡

龍城ケ丘プール跡地
約７，０００㎡

約２６０ｍ

約１２０ｍ
約１２０ｍ

※国道１３４号暫定４車線後 交通量約2万7千台／12時間


